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本教育プログラム・コースで定める科目を履修し、試験に合格すること

<必修科目>
がんゲノム解析学(1単位)、臨床腫瘍学各論(１単位)、がんゲノム解析実習(1単
位)

<選択科目>
がん治療の先端知識の基礎(2単位)、医療プロフェッショナリズム・医療安全(2
単位)、がんのカウンセリング概論(2単位)、がん治療薬学(2単位)、がん看護学
(2単位)、がん治療放射線医科学(2単位)、医療統計(2単位)、診療情報管理(2単
位)、がん診療の基礎知識(2単位)、臨床心理学概論(2単位)、がん理学療法学(1
単位)、がん作業療法学(1単位)、がん臨床検査学(1単位)、がんゲノム解析実習
(1単位以上)、臨床腫瘍学診療実習(2単位以上)

標準治療が限られている希少がんや標準治療に対して不応・不耐となったがん
症例に対しては、ゲノム解析をベースとした遺伝子異常に基づく治療が極めて
大きなウエイトを占める。2015年の米国大統領による一般演説において
「Precision Medicine」という用語が用いられてから、がんゲノムの異常に焦
点を絞った治療・研究が脚光を浴びており、日本国内においても全国的規模で
の多施設共同臨床研究が行われ、成果が得られつつある。東京都がん診療連携
拠点病院である国際医療福祉大学三田病院では希少がん診療を含め、数多くの
先進的がん診療を実践している。本コースでは、数多くの肉腫患者の参加同意
を得て、全ゲノム解析研究を積極的に行っている国際医療福祉大学三田病院肉
腫センターにおいて、次世代のがん診療に不可欠ながんゲノム解析学の基礎及
び実際を学ぶ。本コースは、臨床腫瘍学の基礎と実践を系統的講義、臨床実
習、各種セミナー・講演会を通して学ぶことが出来、特に、全国的にも類を見
ない集約化された豊富な症例数とゲノム解析の実績を持つ希少がん診療に重点
を置いた教育プログラムとなっており、独創性がある。

教育プログラム・コースの概要

国際医療福祉大学大学院
　医療福祉学研究科博士課程 保健医療学専攻
　薬学研究科博士課程 医療･生命薬学専攻

ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース（インテンシブ
コース）

薬剤師、看護師、診療放射線技師、医師、臨床検査技師（一部修士課程を含
む）

1年

ゲノム解析技術に精通し、遺伝子異常に基づく希少がん診療・ケアにあたるこ
とが出来る専門的医療者



指導体制

教育プログラム・
コース修了者の
キャリアパス構想

受入開始時期

対象者 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 計

本学大学院生 0 2 2 2 2 8

計 0 2 2 2 2 8

受入目標人数

国際医療福祉大学三田病院肉腫センターには、がんゲノム解析並びに臨床試験
を含めたがん診療に精通した医師、技術者が常勤しており、また病院には、が
ん治療認定医、がん薬物療法専門医・指導医、がん化学療法認定看護師、がん
性疼痛看護認定看護師、がん専門薬剤師、がん薬物療法認定薬剤師が常勤して
いる。がんゲノム解析実習ならびに、臨床腫瘍医養成のための病院実習におい
ては、これらのエクスパートによる直接指導を行う。さらに、がんゲノム解析
学総論、ならびに臨床腫瘍学各論（希少がんを中心とした）の集中講義におい
ては、学内外に講師を要請し、各分野のエクスパートによる最新の講義を行う
計画である。また、連携大学とのネットワーク等を介した教材等の共有によ
り、効率的に教育を行うシステムを構築する予定である。

患者を中心に医師や看護師、薬剤師をはじめとする医療スタッフがそれぞれの
専門分野を活かしながら、患者と家族にとって最善と思われる治療を提供する
ことがチーム医療に求められている。特に、がん先端治療という極めて専門的
な知識が必要とされる領域において、その専門性を活かし、機能的にチーム医
療ができる人材を育成することは、患者にとって多大な利益となる。また、そ
れぞれの職種における専門資格（がん専門薬剤師、がん看護専門看護師、がん
薬物療法専門医、がん治療認定医、など）を取得することを目標とし、コース
終了者のキャリア並びにその後の研修にとって大きなアドバンテージを得るこ
とになる。
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